
をお知らせします�
　
皆
さ
ん
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
、
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状

況
に
あ
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
年
二
回
財
政
状
況
を
公
表
し
て

い
ま
す
。�

　
今
回
は
合
併
後
の
平
成
十
八
年
一

月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

三
カ
月
間
の
決
算
状
況
報
告
と
、
平

成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
九
月
三
十

日
ま
で
の
半
年
間
の
予
算
執
行
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
平
成
十
七
年
度
（
平
成
十
八
年

一
月
一
日
〜
平
成
十
八
年
三
月
三

十
一
日
）
の
一
般
会
計
予
算
は
歳

入
総
額
百
八
億
五
千
五
百
八
万
円
、

歳
出
総
額
百
二
億
九
千
九
百
二
十

九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳

出
差
引
残
高
は
五
億
五
千
五
百
七

十
九
万
円
で
、
こ
の
う
ち
翌
年
度

へ
繰
り
越
す
事
業
の
財
源
一
億
千

五
百
五
十
三
万
円
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
額
は
、
四
億
四
千
二
十

六
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。�

　
た
だ
し
、
事
業
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
市
の
貯
金
と
な
る
財
政
調

整
基
金
か
ら
約
九
億
円
を
繰
り
入

れ
る
な
ど
厳
し
い
決
算
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。�

　
南
丹
市
で
は
、
今
後
も
事
務
事

業
の
見
直
し
を
積
極
的
に
行
い
、

長
期
的
に
安
定
し
た
健
全
な
財
政

運
営
を
目
指
し
ま
す
。�

財政�状況�財政�状況�状況�
一般会計�
歳入�
合併後のみの決算です（平成18年1月1日～3月31日）�

■
一
般
会
計
の
決
算�

地方譲与税�
3億2,378万円（3.0%）�

地方交付税�
7億7,618万円（7.1%）�

国庫支出金�
13億3,658万円（12.3%）�

府支出金�
14億4,373万円（13.3%）�

市債�
31億7,870万円（29.3%）�

依存財源（65.0%）�
70億5,897万円�

国・府から交付、割り当て
を受けたお金�

自主財源（35.0%）�
37億9,611万円�

市が独自に確保したお金�

諸収入�
15億703万円（13.9%）�

繰入金�
13億5,925万円（12.5%）�

市税�
7億4,301万円（6.8%）�

分担金及び負担金�
　8,218万円（0.8%）�

使用料及び手数料�
7,554万円（0.7%）�

その他�
2,910万円（0.3%）�

をお知らせします

▲美山支所�
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